
参考資料４  

諸外国の事例（１）アメリカ 

米国における大学の情報公表 

（同志社大学・山田礼子教授からの報告の概要） 

 

１．米国における大学情報をめぐる議論 

○アクセス（高等教育機会の拡大），アフォーダビリティ（高等教育のコストに関係し

た概念），アカウンタビリティ（情報公開と高等教育予算に対する学修成果の提示）を

目指した高等教育システムの改革を推進 
○アカウンタビリティについて，従来の卒業率，進学率などに加えて，学生の学修成果

を提示することを重視 
○加えて，Transparency（透明性＝誰でもがわかる内容で提示）を重視 

 
２．米国の基本データベース 

○全米の高等教育機関を対象とする包括的なデータベース（IPEDS）が整備されている。 
 （組織情報、財務情報、入学状況、教職員給与、職員情報、奨学金情報などで構成） 
 →入学希望者などにとって，専門的で使いにくいという問題点 

 
○２００７年から，州立大学を中心に，カレッジ・ポートレート（College Portrait）
を運用している。 

 ＜カレッジ・ポートレート＞ 
①機能 
・高校生が大学選択をしやすいツールを提供 
・透明性のある比較可能で理解しやすい情報の掲載 
・公共へのアカウンタビリティに対応 
・効果的な教育実践を把握し高めるための教育成果を測定 

 ②情報の内容 
  ・学生や保護者にとっての基本的な情報 
  （→在学生情報、卒業率、奨学金情報、入試情報、生活コスト、卒業後の進路など） 
  ・学生の経験の状況調査や満足度など意識調査の結果 
  ・学生の学習成果に関する情報 

（→参加大学は学習成果の測定方法として，CLA（Collegiate Learning Assessment）
MAPP,CAAP 等を採用し，低学年時の一般的知識や技能、能力（クリティカル・

シンキング、文章表現など）と上学年時を測定、伸張などを把握・公表） 
 ③課題と動向 
  ・研究大学を中心に参加していない州立大学が存在 
  ・研究大学では，学習成果の測定方法として，CLA や MAPP,CAAP はそれほど使

われていない 
 

○情報を教育の改善に活かすため，学協会において，データベースの活用方法を含めた

人材育成を実施している。 



１．①アメリカの”College Portrait”の例

地図から検索

名称、規模から検索

州の一覧から検索

各大学のウェブサイトにリンク
（項目は大学によって異なる）

１．②アメリカの”College Portrait”の例

学士課程の就学状況

学生の特徴

経費、経済的支援

入学に関する状況

キャンパスの状況

学位、学問分野、
卒業後の進路

項目ごとにCollege Portrait内に表示

（共通の項目）

在学中の経験

学生の学修成果



１．③アメリカの”College Portrait”の例（学生の特徴）

学生の特徴

１．④アメリカの”College Portrait”の例（経費・経済的支援）

経費・経済的支援



１．⑤アメリカの”College Portrait”の例（入学に関する状況、学位、学問分野）

卒業後の進路

学位、学問分野入学に関する状況

１．⑥アメリカの”College Portrait”の例（在学中の経験・認識）

・
・
・

在学中の経験・認識



１．⑦アメリカの”College Portrait”の例（学生の学修成果）

学生の学修成果

２．アメリカの“College Navigator”の例

名称，州，学位課
程などから検索

１２の共通項目（一般的な情報，学費・生活費等，経済的支援，入学状況，中退・卒業
率，分野ごとの学位取得状況，運動部活動，第三者評価の結果，キャンパスの安全，
学費の支払状況など）



３．アメリカの”Common Data Set”の例

9

(1) 開始年：1996年

(2) 運営主体等

○管理運営（CDS Team）

College Board（非営利の大学団体）

Peterson’s（教育情報を扱う民間事業者）

U.S. News & World Report（同上）

○レビュー（CDS Advisory Bord）

大学団体など８つの機関で構成

また、高等学校，大学の代表者も参加

(3) 運営と利用の方法

CDS Teamが項目を作成し，定期的にCDS Advisory 

Bordや高等学校，大学の代表者によるレビューを

受けている。

大学は，CDS Teamが運営するウェブサイトから，

質問項目集のフォーマットをダウンロードし，自校の

データを入力した上で，自校のホームページに掲載

している。

出版社等は，各大学のホームページから，それぞ

れの大学のCommon Data Setを入手し，利用する。

(4)  項目の内容(2010‐2011)

○ 一般的な情報(General Information)

○ 在籍状況と学生の継続率

(Enrollment and Persistence)

○ 新入生のアドミッション(First‐time, first‐year, 

(freshmen) Admission)

○ 転学希望学生のアドミッション

(Transfer Admission)

○ 大学の提供する学修とその方針

(Academic Offerings and Policies)

○ 学生生活(Student Life)

○ 年間の費用(Annual Expenses)

○ 経済的支援(Financial Aid)

○ 教員数とクラス規模

(Instructional Faculty and Class Size)

○ 授与された学位(Degrees Conferred)

※上記のほか，各項目の詳細な定義集を設定。

アメリカでは，大学団体や出版社などによりCommon Data Setという共通質問項目集が開発されており，大

学は，自校のホームページにデータを入力したフォーマットを掲載するなどして，各種の問い合わせに対応

できるようにしている。




